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§１ 現況調査結果 

 １－１ 現地測量結果に基づく被災状況 

 図－1.2，1.3，1.4に示す測量結果を踏まえ，被災程度の分類を下図のとおりとした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タイプ 被災状況 範 囲 延 長

A 

中央分離帯から

下り線側全ての

盛土が崩壊して

いる． 

・5k466m～5k600m 134m 

B 
下り線中心付近

から海側の盛土

が崩壊している．

・5k329m～5k377m 48m 

C 
下り線法肩付近

から海側の盛土

が崩壊している．

・5k140～5k329 
・5k377～5k466 
・5k600～5k620 

298ｍ

D 

下り線法肩付近

から海側の盛土

が崩壊している．

重力擁壁は完全

に壊れていない．

5k620～6k000 380m 

 
 

 

図‐1.1 被災状況平面図 

至 

平
塚 

至 

小
田
原 



 

 

2

 
 

2 《被災タイプ A》 
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3 《被災タイプ B》
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《被災タイプ C》 4 《被災タイプ D》 
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１－２ 土質調査結果 

現地にて実施したボーリング調査結果による推定土層縦断図を図-1.5に示す． 

図-1.5 推定地層縦断図 

被災地の地質概要 
現地にて実施したボーリング調査結果によると、

上総層群中部相当の N＝50以上の砂層（第四紀更
新世中期），N＝20～40 程度の砂層、礫層からな
る段丘堆積物（完新世）が堆積し、その上に盛土

されて道路が構築されている． 
なお、被災地区地質図（参考資料に掲載）による

と、上総層群の下は、概ね礫岩，砂岩，泥岩等で

構成される三浦層群（新第三紀中新世～鮮新世）

が基盤となっている。 
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§２ 上り線暫定供用時の応急復旧計画案 

２－１ 応急復旧計画基本方針 

 

基本方針 

○ 道路利用者の安全性の確保を第一優先とし、出来る限り早期に交通解放を行う。 

○ このため、段階的な応急復旧と道路構造の安全監視を適切に組み合わせて、安

全性の確保と早期交通解放の実現を図る。 

 

 

暫定 2車線解放までの流れ 

      施 工          出来高         

STEP１   

   

   

 

STEP2 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
       

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

早期の山側対面通行の

確保（暫定２車供用） 

・ 路体の流失防止 

・ 山側 2車線の確保 

・ 海側の残存盛土

の保護 

波浪、降雨等に対する道

路構造の安全性向上 
 

 

 

計測管理 

 

（管理水準） 

 

必要に応じて通行止め 

 

 

対策工の実施 

管 理 

STEP 3 ・海側への作業ヤード構築 

      

 

・波浪、降雨等に対する道路

構造の安全性確保 

・本復旧及び暫定 4 車線の

確保に向けた準備 

施工 出来高 
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２－２ 被災タイプ A 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[STEP １ 施工順序] 

① 地盤整形（崩壊斜面の安定化および土のう設置を容易にする） 

② 大型土のう設置（斜面の安定対策） 

③ 鋼矢板打設（上り線暫定２車線供用時の仮設土留め壁） 

④ 砕石埋戻し（土留め壁と背面地盤との空隙充填）および鋼矢板

周面充填グラウト 

図-2.1 被災タイプ A復旧計画図 

[STEP 2 施工順序] 

⑤ グラウンドアンカー設置（仮設土留め壁の安全性向上） 

⑥ 洗掘防止用鋼矢板打設（土留め壁前面の洗掘防止） 

⑦ 鋼矢板周面グラウト充填（土留め壁と地山の空隙充填） 

⑧ 追加大型土のう設置（斜面の安定化） 

⑨ 消波工設置（洗掘防止用鋼矢板の前面洗掘防止） 

STEP 2－1 

STEP 2－2 
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２－３ 被災タイプ B 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2.2 被災タイプ B復旧計画図 

[STEP 2 施工順序] 

⑤ グラウンドアンカー設置（仮設土留め壁の安全性向上のため） 

⑥ 洗掘防止用鋼矢板打設（土留め壁前面の洗掘防止） 

⑦ 鋼矢板周面グラウト充填（土留め壁と地山の空隙充填） 

⑧ 土留め壁背面埋戻し 

⑨ 消波工設置（洗掘防止用鋼矢板の前面洗掘防止）

[STEP 1 施工順序] 

①地盤整形（崩壊斜面の安定化および土のう設置を容易にする） 

 およびゆるみ部除去 

②大型土のう設置（斜面の安定対策） 

  ③ 鋼矢板打設（上り線暫定２車線供用時の仮設土留め壁） 

  ④ 鋼矢板周面グラウト充填（土留め壁と地山の空隙充填） 

STEP 2ー1 

STEP 2ー2 
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２－４ 被災タイプ C 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2.3 被災タイプ C復旧計画図 

[STEP 1 施工順序] 

① 鋼矢板打設（上り線暫定２車線供用時の仮設土留め壁） 

② 鋼矢板周面グラウト充填（土留め壁と地山の空隙充填） 

[STEP 2 施工順序] 

③地盤整形（崩壊斜面の安定化および土のう設置を容易にするため） 

④ グラウンドアンカー設置（仮設土留め壁の安全性向上のため） 

⑤ 大型土のう設置（斜面の安定化） 

⑥ 洗掘防止用鋼矢板打設（土留め壁前面の洗掘防止） 

⑦ 鋼矢板周面グラウト充填（土留め壁と地山の空隙充填） 

⑧ 消波工設置（洗掘防止用鋼矢板の前面洗掘防止） 

STEP 2－1 

STEP 2－2 
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２－５ 被災タイプ D 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2.4 被災タイプ D復旧計画図 

[STEP 2 施工順序] 

③ 洗掘防止工（斜面の安定化） 

 
 

[STEP 1 施工順序] 

① 鋼矢板打設（上り線暫定２車線供用時の仮設土留め壁） 

② 鋼矢板周面グラウト充填（土留め壁と地山の空隙充填） 

 
 
 


